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前回シンポジウム（2024.2.28）の議論、デザイン懇談会（2024.3.26）の議論を経て、
現在までに構想の根幹をなすアイデアを平面上に描いてみました。
　　　　　　　　　2024.4.15　令和5年度一宮駅周辺地区デザイン懇談会座長　出村嘉史

JRとの協同すれば
より快適なサービス
が実現できる

JRとの協同すれば
より快適なサービス
が実現できる

コミュニティ道路と
しての車道の
速度制限・時間制限

歩くための主要動線

沿道からの溢れ出し

活用潜在性の高まる
沿道の建物

一般車を対象とした
使いやすいロータリー
・一時駐車など

一般車用および
公共交通用の
充分なロータリー

駅前広場とiビル
がまっすぐつながり
鉄道利用にも至便

この界隈もウォーカブル
空間として重要。
面で駅と本町通りをつなぐ

本町通り‐真清田神社の
一宮中核部は、
ウォーカブルな空間の真の
ターゲットとなる。

駅と銀座通りの歩行
連続性を確保するため
千歳通を通行止めに

地下とつなぐ階段は
南側のみを残す
上下の連携を高める空間
づくりを計画する

広がった歩道部の居心地
を向上させるため、
緑陰をつくる高木や親しみ
やすい中木を配し、
土壌との水循環をつくりだす

広場化する道路空間へ
充分な溢れ出しを許し、
それが可能な空間づくり、
エリアマネジメントを実施

ラウンドアバウトとしての
概形を可能な限り継承した
車動線の通し方を検討

シンボリックな広場の形
地下と地上を一体化することが
望ましい。
地下駐車場から明るい広場へ
導かれ、本町通りへ誘われる

【ボンエルフ】
電線共同溝の地上機を維持する
程度に北寄せにした固い舗装部
車は通るものの人優先とする。
気持ちの良い舗装に

駅-銀座通り-本町通りの連続性を
つくるメインの歩行者動線を確保。
沿道建物からは距離を取り、
充分な溢れだしのゾーンを確保した
場所に通す。

雨天時の利便、夏場
の快適さのため
ロータリーと覆いで
つなぐことも可

シンボリックな
焦点空間

車の進入路は、東向きの
一方通行とすることで
通過交通を排除する




